
1第８１号

智
山
勤
行
式
（
№
12
）

光こ
う

明み
ょ
う

真し
ん

言ご
ん

　

お
ん 

あ
ぼ
き
ゃ 

べ
い
ろ

　

し
ゃ
の
う 

ま
か
ぼ
だ
ら　

　

ま
に 

は
ん
ど
ま 

じ
ん
ば
ら

　

は
ら
は
り
た
や
う
ん

【
口
語
訳
】

第８１号
平成３０年１月発行
眞言宗　光明寺
宇都宮市野沢町３４２

６６５－０５４５
６６５－５４２２

ＴＥＬ
ＦＡＸ

指
導
師
範
に
よ
る
模
範
奉
詠

　
「
光
明
真
言
」
は
光
明
寺
の
ご
本

尊
「
大
日
如
来
」
さ
ま
の
徳
を
あ

ら
わ
す
ご
真
言
（
祈
り
の
言
葉
）

で
あ
り
、
す
べ
て
の
仏
の
願
い
を

含
ん
だ
ご
真
言
と
し
て
、
真
言
宗

で
は
も
っ
と
も
尊
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
真
言
を
お
唱
え
す
る
と
、
心

の
中
に
仏
さ
ま
の
智
慧
の
光
が
満

ち
あ
ふ
れ
、
た
と
え
暗
闇
で
迷
っ

て
い
よ
う
と
も
導
き
出
し
て
く
れ

ま
す
。
ま
た
す
べ
て
の
災
い
を
取

り
除
く
こ
と
が
で
き
る
大
変
強
力

な
真
言
で
も
あ
り
ま
す
。

　

光
明
寺
の
「
光
明
」
も
こ
こ
か

ら
来
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
ご
本

尊
「
大
日
如
来
」
さ
ま
の
「
光
明
」

が
た
く
さ
ん
の
方
へ
行
き
わ
た
り

ま
す
よ
う
に
。

  

い
り
く
る
ひ
と
に
や
す
ら
ぎ
を

  

さ
り
ゆ
く
ひ
と
に
し
あ
わ
せ
を

　
（
光
明
寺
や
す
ら
ぎ
和
讃
）

※
智
山
勤
行
式
は
、
真
言
宗
智
山
派
が

　

お
檀
家
様
向
け
に
作
っ
た
お
経
本
で

　

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
お
寺
に
お
声

　
掛
け
く
だ
さ
い
。

　

あ
ら
ゆ
る
徳
を
そ
な
え
た
大
日

如
来
の
光
明
に
よ
っ
て
、
罪
障
が

浄
め
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

【
解　

説
】

秩父三十四観音霊場第二回



2第８１号

○
六
地
蔵　

宝
暦
地
蔵
も　

衣
替
え

	

み
寺
の
庭
に　

赤
は
い
ろ
え
る

○
庭
樹
々
も　

年
に
一
度
の　

手
入
す
み

	

大
般
若
会
も　

無
事
に
終
り
ぬ

○
巡
礼
に　

と
な
え
祈
り
し　

勤
行
が

	

日
課
と
な
り
て　

心
安
ら
ぐ

○
心
か
ら　

在
家
勤
行　

十
三
仏
も

	

と
な
え
て
心　

安
ら
ぎ
の
あ
り

○
毎
日
を　

在
家
勤
行　

十
三
仏
を

	

と
な
え
て
終
わ
る　

三
度
の
食
事

○
助
け
た
り　

助
け
ら
れ
た
り　

友
お
も
う

	

巡
礼
の
日
日　

ま
な
う
ら
に
た
つ

○
光
明
寺　

マ
マ
と
よ
ば
れ
て　

ふ
り
か
え
る

	

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
の　

湯
泉
な
つ
か
し

○
光
明
寺　

生
え
抜
き
三
番　

九
十
五
才

	

す
こ
や
か
に
し
て　

み
寺
を
守
る

○
大
と
玄　

曾
孫
い
と
お
し　

そ
れ
ぞ
れ
に

	

成
長
は
や
し　

日
日
を
た
の
し
む

○
日
馬
富
士　

礼
儀
礼
節　

言
葉
を
の
こ
し

	

土
俵
を
去
り
ゆ
く　

姿
か
な
し
む

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。
今
年
は
戌
年（
つ

ち
の
え
・
い
ぬ
）
昭
和
三
十
三

年
生
ま
れ
の
方
が
還
暦
を
迎
え

ま
す
ね
。
戌
年
の
性
格
は
、
義

理
人
情
に
厚
い
が
警
戒
心
も
強

い
、
真
面
目
な
努
力
家
、
堅
実

か
つ
慎
重
、
愛
情
深
い
（
相
手

を
思
い
や
る
気
持
ち
）
だ
そ
う

で
す
。

　

私
は
辰
年
生
ま
れ
、
今
年

六
十
六
歳
で
す
。
年
金
を
頂
き

な
が
ら
も
現
職
で
、
あ
る
意
味

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、

六
十
五
歳
を
過
ぎ
る
と
何
か
と

特
典
が
有
り
、
会
員
に
な
る
と

Ｊ
Ｒ
の
切
符
が
三
割
引
、
こ
れ

は
嬉
し
い
で
す
。
今
年
も
あ
ち

こ
ち
へ
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

二
〇
一
九
年
に
元
号
が
変

わ
り
ま
す
。
平
成
か
ら
〇
〇

へ
、
ど
の
よ
う
な
元
号
に
な

る
か
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

二
〇
二
〇
年
七
月
に
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
東
京
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
開
会
式
か
閉
会
式
の
チ

ケ
ッ
ト
が
取
れ
れ
ば
い
い
な
。

二
〇
二
七
年
に
は
リ
ニ
ア
新
幹

線
が
開
業
、
東
京
―
名
古
屋
間

が
四
十
分
で
行
け
る
よ
う
に
な

る
そ
う
で
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
一
回
乗
っ

て
み
た
い
で
す
。

　

新
年
の
挨
拶
と
い
う
よ
り
、

自
分
の
夢
を
描
い
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
今
年
も
檀
信
徒
の
皆

様
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

住
職
記

在
家
勤
行　

十
首　

   

恵　

華

光
明
寺
四
季
の
諷
詠
（
№
50
）



3第８１号

　

早
朝
六
時
、
晴
天
の
中
総
勢

二
十
名
に
て
光
明
寺
を
出
発
、
第

一
回
と
同
じ
コ
ー
ス
で
、
秩
父
に

は
午
前
九
時
前
に
到
着
、
順
調
に

札
所
巡
り
、
十
二
番
札
所
で
は
住

職
、
副
住
職
家
族
全
員
で
お
掃
除

中
、
副
住
職
が
手
を
休
め
、
本
堂

に
上
が
っ
て
拝
ん
で
下
さ
い
と
親

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
、
本
堂
奥
の
庭

園
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
（
こ

の
札
所
で
記
念
撮
影
）。
秩
父
は
街

中
の
狭
い
道
が
多
い
の
で
す
が
、

秩
父
三
十
四
観
音

　
　
　

霊
場
め
ぐ
り
⑵

秩
父
三
十
四
観
音

　
　
　

霊
場
め
ぐ
り
⑵

第
十
八
番 

神
門
寺

第
十
一
番 

常
楽
寺

第
十
二
番 

野
坂
寺

第
十
五
番 

正
林
寺

第
十
三
番 

慈
眼
寺

第
十
四
番 

今
宮
坊

第
十
六
番 

西
光
寺

第
一
七
番 
定
林
寺

第
十
九
番 
龍
石
寺

第
二
十
番 

岩
之
上
堂

第
二
十
一
番 

観
音
寺

 

「
じ
ば
さ
ん
」セ
ン
タ
ー

（
昼
食
）

花
園
フ
ォ
レ
ス
ト （
休
憩
）

都
賀
Ｐ
Ａ 

（
休
憩
）

光
明
寺
到
着（
十
八
時
）

光
明
寺
出
発（
午
前
六
時
）

（
東
北
道
、北
関
東
道
、関
越
道
）

波
志
江
Ｐ
Ａ（
休
憩
） 行　

程

添
乗
員
さ
ん
の
的
確
な
ア
ド
バ
イ

ス
と
運
転
手
さ
ん
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

で
ク
リ
ア
、
運
転
手
さ
ん
は
元
関

東
バ
ス
の
ベ
テ
ラ
ン
運
転
手
と
聞

き
、
さ
す
が
と
思
い
ま
し
た
。

　

秩
父
は
ほ
と
ん
ど
市
内
に
あ
る

の
で
、
予
定
よ
り
早
く
終
了
、
時

間
に
余
裕
が
で
き
た
の
で
帰

り
に
皆
さ
ん
の
ご
要
望
に

よ
り
花
園
フ
ォ
レ
ス
ト
で
休

憩
、
そ
こ
か
し
こ
で
甘
い
香

り
が
漂
っ
て
い
て
、
出
来
立

て
の
食
パ
ン
が
お
安
く
販
売

し
て
い
ま
し
た
。



4第８１号

◎ 

本
山
参
拝
を
計
画
し
て
い
ま
す
、
来
年
五
月
下
旬
か
六
月
上
旬

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◎ 

当
山
の
大
き
な
行
事
は
毎
年
八
月
五
日
施
餓
鬼
、
十
一
月
八
日

大
般
若
で
す
（
曜
日
に
関
係
あ
り
ま
せ
ん
）。
皆
様
是
非
予
定

に
入
れ
て
い
た
だ
き
お
参
り
下
さ
い
。

◎ 

最
近
お
墓
の
閉
墓
が
増
え
て
い
ま
す
。
樹
木
葬
、
永
代
供
養
に

切
り
替
え
、
私
ど
も
寺
院
に
供
養
等
を
お
任
せ
し
て
い
た
だ
く

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
時
代
の
流
れ
で
致
し
方
あ
り
ま
せ
ん
が
、

お
墓
は
仏
様
の
住
む
場
所
で
す
。
で
き
る
な
ら
後
継
の
方
に

守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

◎ 

お
寺
の
山
門
前
で
毎
朝
六
時
三
十
分
か
ら
十
分
間
、
ラ
ジ
オ
体

操
（
第
一
第
二
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
隣
の
皆
様
一
緒
に
ラ

ジ
オ
体
操
を
し
ま
せ
ん

か
。

◎ 

御
詠
歌
、
毎
月
第
二
第

四
金
曜
日
午
後
一
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で
で

す
。
初
め
て
の
方
、
親

切
に
ご
指
導
い
た
し
ま

す
。
先
祖
さ
ま
へ
の
供

養
と
感
謝
の
気
持
ち
を

新
た
に
、
お
唱
え
し
ま

せ
ん
か
。
檀
信
徒
の
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。　
　住

職
記

編 

集 

後 

記

http://www.nozawatera.com/

　

代
表
役
員

藤
村　

眞
琴　

　

世
話
人

村
田　

和
昭

　

責
任
役
員

藤
村　

真
行

　

世
話
人

森
田　

道
雄

　

筆
頭
総
代

荒
井　

英
治

若
　
草

　

総　
　

代

松
本　

国
彦

　

世
話
人

横
川　

秀
元

　

総　
　

代

片
山　

泰
男

　

世
話
人

関　
　

道
夫

　

総　
　

代

山
口　

英
夫

　

世
話
人

斉
藤　

慎
輔

　

会
計
監
査

村
田　

久
男

戸
祭
（
上
中
）

　

会
計
監
査

川
久
保
敏
男

　

世
話
人

酒
沢　

芳
雄

　

会　
　

計

別
井　
　

実

　

世
話
人

橋
本　
　

宏

　

会　
　

計

藤
村　

真
行

　

世
話
人

金
沢　

和
美

　

世
話
人

永
井　

一
郎

下
金
井

　

世
話
人

田
村　

信
一

　

世
話
人

斉
藤　

幹
夫

宝
　
木

　

世
話
人

中
山　

栄
二

　

世
話
人

今
泉　
　

守

　

世
話
人

小
杉　

哲
男

　

世
話
人

大
森　
　

章

宝
木
本
町

　

世
話
人

川
口　

賢
一

　

世
話
人

冨
貴
沢
太
一

　

世
話
人

井
上　

俊
邦

　

世
話
人

藤
野　

茂
雄

　

世
話
人

井
上　
　

明

　

世
話
人

中
山　

幸
彦

　

世
話
人

髙
橋　

浩
史

　

世
話
人

田
野
実
征
男

　

世
話
人

高
橋　

伸
康

野
　
沢

　

世
話
人

斎
藤　
　

誠

　

世
話
人

山
田　

健
一

　

世
話
人

中
山　
　

稔

　

世
話
人

中
山　

利
久

　

世
話
人

新
山　

洋
二

　

世
話
人

白
石　

君
郎

　

世
話
人

中
山　

信
一

大
　
谷

　

世
話
人

手
塚　

幸
一

　

世
話
人

今
泉　

美
雄

細
　
谷

　

世
話
人

岩
上　

芳
弘

　

世
話
人

荒
井　

一
夫

　

世
話
人

田
村　

勝
巳

　

世
話
人

大
澤　

義
晴

謹 賀 新 年

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

「御詠歌の後、お茶のひと時」


